
市場事業部門

市 場事業部門では、マーケットリスクのプ

ロフェッショナルとして、自らのリスク

テイクを深化させるとともに、お客さまに対し

て高い付加価値を持続的に提供していくこと

を目指しています。これを実現するために我々

が最も重視していることは、世界中で起こるさ

まざまな事象を「3つのI」－Insight（洞察力）、

Imagination（想像力）、Intelligence（情報

力）によって深く分析し、これから起こる相場を

読み解くこと、すなわち、世の中の本質を見抜

く力です。

　2020年度はコロナ禍に見舞われ、人の流

れや物の動きとともにマーケット環境も大きく

変化しました。このような中、我々のポートフォ

リオ運営では、世の中が危機対応モードであっ

た局面から将来の景気回復を先取りしていく局

面へと変遷する相場を捉え、株式と債券を機

動的にリバランスして収益を計上しました。ま

た、安定した外貨調達により、お客さまを資金

繰り面で支えるとともに、セールス&トレーディ

ングでは、お客さまのニーズを把握し、最適なソ

リューションを提供してきました。

　足元のマーケット環境は、世界中の政府や

中央銀行が前例のない規模で経済を支え続け

ており、資産価格やインフレ等の見通しに対す

る不確実性が高まっている状況です。また、デ

ジタル化の進展や社会的課題への関心の高ま

り等、お客さまのニーズの多様化も進んでい

ます。中期経営計画の2年目となる2021年度

は、世の中の先行きを見極め、お客さまに選ば

れるソリューションをいかに生み出していくか、

我々の真価が問われています。引き続きマー

ケットへ真摯に向き合い、お客さまとSMBCグ

ループの成長へ貢献することに一層こだわっ

ていきます。

外国為替・デリバティブ・債券・株式等の
市場性商品を通じたソリューション提供をはじめ、
バランスシートの流動性リスクや金利リスクを総合的に管理する
ALM業務を行っています。
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執行役専務
市場事業部門長

小池 正道

連結業務純益に占める割合（2020年度）

2020年度 前年比*１

業務粗利益 4,607億円 +221億円

経費 829億円 +33億円

ベース経費 796億円 +19億円

業務純益 4,135億円 +220億円

ROCET1*2 20.4% +0.2%

リスクアセット 5.4兆円 +0.3兆円

*1 金利・為替影響等調整後ベース 　*2 含むバンキング勘定の金利リスク見合い

 4,135 億円 30%
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市場環境の変化に応じた
機動的なポートフォリオ運営
　我々の強みは、マーケットの変動をプロアク

ティブに察知し相場のトレンドを捉えることで、

ダイナミックにポートフォリオを入れ替えて収

益を極大化する力です。

　事業部門の一人ひとりが日々起こるさまざ

まな事象を「3つのI」で情報収集・分析し、徹底

的に議論を重ねる。そうして描いたシナリオを

ポジションとして表現し、その効果を検証す

る。こうした不断のサイクルによってのみ相場

を読み解く力は養われます。

　中期経営計画では、従来の先進国アセットを

中心とした運用に加えて、投資プロダクトの多

様化やデータを活用した投資手法等、新たな収

益源開拓へのチャレンジを続けており、ポート

フォリオ運営の高度化も推進しています。

市場性商品を通じた
ソリューション提供の強化
　お客さまのビジネスやバランスシートに起因

するリスクヘッジニーズ、お客さまが運用や投

資を行う際のリスクテイクニーズにお応えすべ

く、商品ラインアップの拡充や国内外プロダクト

セールス部隊の連携を加速しています。具体的

には、お客さまの抱えるリスクを「見える化」す

ることで、それぞれの状況に合わせたテーラー

メイド型のソリューション提供を引き続き推進し 

ています。また、お客さまのニーズに沿ってさま

ざまな商品を提供できるよう、グローバルな体

制を整備・強化します。加えて、電子取引が普及

する中、お客さまにとって利便性の高い為替プ

ラットフォームの高度化を目指しています。

重点戦略

2

重点戦略

1
トレンド転換

ダイナミックな
リバランス

トレンド転換

きめ細かな
リスクコントロール

リスクヘッジニーズ リスクテイクニーズ

SMBCグループ

海外投資
M&A 資金運用

資金決済

資金調達

お客さま

ポートフォリオ・リバランスのイメージ
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頑健な外貨調達基盤の構築
　貸出等を通じてお客さまのビジネスを持続的

に支えるべく、外貨調達においては引き続き安

定性確保とコスト抑制の両立を追求していま

す。具体的には、定期的な外貨建債券の発行に

加え、カバードボンドの発行やクロスカレンシー

レポ*の取組等、調達手段の多様化や投資家層

の拡大を図りながら、SMBCグループのバラン

スシート構造やマーケット環境に応じて戦略的

に調達を行っています。また、円貨・外貨の

ALM部署を統合し、金融規制を含めたグロー

バルな金融市場の変化へプロアクティブに対

応する体制を構築しており、長期的な視点に

立ったバランスシートコントロールの実現を目

指しています。
* 国債等を担保とした外貨調達

重点戦略
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　調達した資金の使途を再生可能エネルギー等の環境に配慮したプロジェク

トに限定した債券、いわゆるグリーンボンドを定期的に発行しています。　　

　2015年10月に、本邦民間金融機関として初の米ドル建グリーンボンド

を発行してから、2018年12月には、本邦民間企業初の個人のお客さま向

け、2021年1月には米国における公募形式での発行を通じて、投資家層の

拡大に努めています。これまで国内外で5回、約25億米ドルの資金を調達

しており、発行に際しては、投資家に対して我々のサステナビリティへの取組を丁寧に説明し、相互理

解に努めています。

　SMBCグループは、国内外における太陽光発電・風

力発電等の再生可能エネルギー事業等に対するプロ

ジェクトファイナンスについて、確かな実績を有してい

ます。今後も日本を代表するグリーンボンドの発行体と

して、市場のさらなる発展と、地球環境の維持・改善に、

より一層貢献していきます。

サステナビリティ
への取組

● 資金繰り・担保繰りの効率化
● 環境を見極めた中長期調達戦略

グローバルALM運営

Fed

ECB BOJ

クレジットサイクルの転換
金融緩和の出口戦略

＄

¥€

連関度上昇
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